
生駒市消防本部訓令甲第６号 

 生駒市消防職員表彰規程の一部を改正する訓令を次のように定める。 

  平成２５年１２月１９日 

                    生駒市消防長 藤 田 隆 文 

 

   生駒市消防職員表彰規程の一部を改正する訓令 

 生駒市消防職員表彰規程（昭和４９年７月生駒市消防本部訓令甲第５号）の一

部を次のように改正する。 

 第１条中「生駒市消防本部に職を奉ずる団体及び個人（以下「職員等」を「本

市の消防職員又は課、係、署隊その他これらに類するもの（以下「団体」に改め

る。 

 第２条中「表彰状」の次に「を授与し、又はこれに」を加え、同条第２号を削

り、同条第３号を同条第２号とし、同条第４号を同条第３号とする。 

 第３条及び第４条を次のように改める。 

第３条 功労表彰は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

 (1) 市民の生命、身体及び財産を火災その他の災害から保護するため、一身

の危険を招くおそれがあるにもかかわらず、敢然として任務を遂行した者 

 (2) 前号に定めるもののほか、特に表彰することが適当と認められる者 

第４条 削除 

 第５条中「１に」を「いずれかに」に、「前２条の表彰」を「第３条の表彰を

受ける」に、「行う」を「行う｡｣に改め、同条第３号を次にように改める。 

 (3) 職務上の成績が優秀であって、他の模範と認められる者 

 第５条第５号中「職務に関し業績があった者」を「特に表彰することが適当と

認められる者」に改め、同号を同条第６号とし、同条第４号を同条第５号とし、

同条第３号の次に次の１号を加える。 



 (4) 職務の内外を問わず、職員全体の名誉を高めるような善行があった者 

 第６条第１項中「引続き」を「引き続き」に改め、同条第２項中「５年毎」を

「１０年以上在職した場合」に改め、同条第３項中「前２項の」を「前２項にお

ける」に改め、同条に次の１項を加える。 

４ 第１項及び第２項における在職期間の計算にあっては、停職及び休職の期間

を在職年数として通算しないものとする。 

 第７条中「消防本部総務課長又は消防署長」を「消防本部の課長又は消防署の

署長、副署長並びに分署長」に、「第２条各号の１に」を「第３条各号又は第５

条各号のいずれかに」に改め、「まで」を削る。 

 第９条中「同じ」を「同様とする」に改める。 

 第１０条中「翌年１月１０日までに」を削り、「１に」を「いずれかに」に改

め、同条第１号中「２年間」を「２年」に改め、同条第２号中「１年間」を「１

年」に改め、同条第３号中「又は消防長訓戒」を削る。 

 第１２条第１項中「５名」を削り、同条第２項中「充て、委員は、次の各号の

１に該当する消防職員をもって」を削り、同項各号を削り、同条に次の２項を加

える。 

３ 委員は、消防本部の次長及び所属長等をもって充てる。 

４ 前項に掲げる者のほか、委員長が必要があると認めるときは、任期を定め、

消防職員のうちから委員を任命することができる。 

 第１４条中「４名」を「の半数」に改める。 

 第１６条中「１に」を「いずれかに」に、「必要あり」を「必要がある」に改

め、同条第１号を次のように改める。 

 (1) 現に逮捕され、起訴され、又は刑に処せられたとき（刑の執行が終了

し、又は刑の執行を受けることがなくなった者を除く｡)。 

 第１６条に次の１号を加える。 



 (3) 前２号に掲げるもののほか、表彰することが適当でないと認められると

き 

 第１７条第１項中「表彰状及び記念品は、その遺族に支給する」を「その者の

遺族に対して、第２条の規定による授与を行う」に改め、同条第２項中「遺族と

は」を「遺族の範囲及び順位は」に、「をいう」を「とする」に改め、同条第３

項を削り、同条第４項を同条第３項とする。 

 第１９条を次のように改める。 

第１９条 消防長は、消防職員以外の団体又は個人に対して、次の各号に掲げる

事項について、この訓令に準じて功労があると認めるときは、表彰状又は感謝

状を授与することができる。 

 (1) 水火災その他の災害において、一身の危険を招くおそれがあるにもかか

わらず、予防、警戒、鎮圧等に対する協力があったとき。 

 (2) 前号に定めるもののほか、消防行政の運営に対する協力があったとき。 

   附 則 

 この訓令は、平成２５年１２月２０日から施行する。 


